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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各チームで医療福祉学会の読み上げ原稿を作成すること。
・日用品の物品管理が出来ておらず、特にトイレットペーパーの発注がギリギリか足りなくなることが続いているので、日常的に物品の管理に努めること。
・WIZ回覧でコメントされているが、メールを既読したあとに指摘事項を訂正せずに日数が経過する事が続いている。コメントを見た方はカンファレンス等で情報共有し、すばやく訂正できるようにすること。
・人事考課について、面談スケジュールを入力し、面談3日前までに考課表を小嶋SGMまでメールで送ること。
・年末年始に関して…デイナイトケアは1/3から、ナイトケアは1/4から開始予定。
・11/3（土）は写真撮影まで時間があるため、館内の清掃を行う予定。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

①10/27（土）14：00～15：30こころすこやか財団　講演会

テーマ：「障害者だって年をとる」　場所：こころすこやか会館

②11/9（金）八戸地区認知症疾患セミナー
場所：パークホテル
⇒まとめて申込みするため、参加する方は今週中に小嶋まで一報ください。
②11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

　場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
③11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

④12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
〔院内・法人内・グループ内研修〕

11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」
＜提出期限＞

・11/5（月）昼　10月分月報
・11/8（木）10月分経過録

＜利用者様情報＞
デイケア

・曽我　泰庸様～兄から情報提供がある。突然、精神障害者保健福祉手帳の再交付の通知書が届き、今月10日市役所で手続きしている。市役所職員によると1か月前に申請があったと聞き、本人か当館スタッフかが申請したのかと思い確認したとのこと。当館スタッフが申請手続きはしていないことを伝えると、“弟に聞いても『わからない』って言ってたけど、申請したの忘れたんだな”と話している。以前のアルコール依存症治療プログラム内で精神障害者保健福祉手帳について取り上げたことから、自身で申請した可能性が高いことを伝えると、「再交付されたからってなんてことはないんですけどね」と笑顔で話している。
・駒木　洋士様～服薬確認の声掛けをすると、持って来ていないと話しており、本日、姉の所へ行くため持って来て、次回来所時に持ってくる事を話している。内容を訪問看護へ情報提供している。
・我満奈津紀様～本人様より電話があり、娘様（我満望様）が精神的に不調であり不安なため、今日1日付き添うという理由で本日、デイケアを欠席している。本人の体調などを確認すると「大丈夫です」と答えている。次回来所時に詳細を確認することとする。
・繁名　和恵様～本人様より連絡があり、昨夜夕食を食べ、間食でみかん2個、牛乳一杯を摂取後に18時には眠り、一時間後には起き、再びレーズンパン1個、スープを食べ就床前薬服用し、眠ったとの事。その後、トイレへ行く為に起きたが7時まで眠れたと言う。朝にトイレに入った時に、白い長い糸があり、不快であったと言う。発熱や嘔気はないが、今朝から4回の下痢があると話している。間食量が多い事で下痢になっているのではと助言している。本人様より電話があった後、グループホーム世話人より情報提供があり、訪問時に下痢や眠気が強いと訴えており、普段より遅めに来所すると世話人に話していたとのことで、終話している。その後、再度グループホーム世話人より電話があり、本人より目が痛い事や失神しそうとのことで、世話人がグループホームへ行き、デイケアまで送迎するため、遅くなりますと情報提供がある。その後、グループホーム世話人同行で来所している。来所後も、目の痛みや頭痛を訴え、静養室で休養している。休養後も、表情暗く過ごし、再度静養室で休養を希望し、休養している。その後は、「頭が痛い」と話し、疼痛時に服用する頓服薬を服用している。
・櫻川　貞二様～体調確認をすると、普段の食事が1日1食であると話している。デイケアに来所する際には昼食を持参する為、1日2食になるが、普段は夕食のみ摂取しているとのこと。食事摂取状況を確認すると朝食はいつも食べていないとのこと。食事の内容に関して、炭水化物と蛋白質のみの摂っていることを話しており、栄養面での偏りが見られる。食事内容について、栄養面でバランス良く経済的にも負担とならないような食事が出来るように家族や関係機関と情報共有し対処する必要がある。
・川口　尚良様～来所時に当館スタッフへ、「担当スタッフと今日あたり口聞かないと嫌われちゃうかな？嫌われるのが一番寂しい、辛い」と話し、「怒られた後に家に帰ってから反省しましたってそれとなく話しておいて」と代わりに伝えて欲しいことを話している。その為、まずは自身で話してみるよう声掛けをしている。その後、昨日担当スタッフへの対応が素っ気なかったが、本日は自分から担当スタッフに話し掛けている。「俺が担当スタッフと話しないとダメなのわかるでしょ？昨日の行動は自分への罰として話さなかった」「今まで同じこと何回もやってたのに突然怒られてびっくりした。でも関向くんがいいって言ってくれたけど、無料で画像検索してもらうのってどうかなって考えるようになった」と話す。他利用者に画像検索してもらうことについて突然指摘したことは謝罪している。
・成田　尚史様～本日体験利用実施している。エアロビに参加はするが、途中退席したり、昼食時は個室で短時間で食べてエアロバイクを行っている。午後のストレス緩和では、皆の前で「人と話すときに考え込むので、そこを変えたいですが、どうしたら良いですか？」と質問しており、他利用者から意見を貰っている。様々な意見を聞きながら、考え込んでいるが、考えて話すという事は相手を気遣っている事なので、色々な方と会話して徐々に変えていければ良いのではと助言している。次回は10/29（月）体験利用予定となる。
・豊川　明男様～スタッフに自ら話し掛けがある。今年の2月に雪掻きで左手首の外側を痛め、2日程で軽減したが、以後1ヶ月に1回程度痛みがあり、冷湿布で対応していると言う。熱感はないが、若干の左右がある為、主治医へ整形外科受診の相談をするとの事。グループホームへ情報提供している。
デイナイトケア
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供があり、昨晩「お金いくらあるの？」と残金を気にすることや、日課の時間になっても行動しないことがあり、スタッフの介入を要していたとのこと。本日12:40口周辺を指差し「この辺がモヤモヤするので休んでいいですか」との訴えがあり、バイタルサインを確認、血圧154/98mmHg、脈拍82回/分となっている。休養後体調確認を行っていく。

・小笠原富治様～青風荘より情報提供があり、腰痛に湿布を貼って対処していたが患部が赤くなってしまったため、塗り薬に変えているとのこと。デイナイトケアでは、腰痛は継続していることを話しているが、赤くなった部位については自ら話してくることはない。運動プログラムは、腰痛がありできないとの理由から見学している。見学中、居眠りばかりしているため適宜声掛けして見学を促している。

※青風荘入居者間で風邪症状が流行しているため、感染拡大に注意していく。
ナイトケア
・村上　元道様～昨日は、母の白内障手術にてナイトケアを欠席すると聞いていたが来所。「今日は草刈りしてきたよ」「元々俺が行く気してたんだけど妹がついて行くことになって。先週決まってたんだけどすっかり忘れてた。夕食注文してたよね？」と話す。注文していないことを伝えると「まじかーじゃあ帰ろうかな」と話すが不機嫌さや易怒的となることはなく、“ご飯買いに行くなら俺も行く”と発言した下妻様とスタッフ付き添いで夕食時に夕食を購入している。以後、他者交流やテレビ観賞して過ごしている。

・北村　奈美様～（デイケア利用者）「昼食後薬を遅く飲んだら具合が悪い」と本人から連絡がある。詳細を確認すると「17時頃にご飯を食べて昼食後薬を飲んだら17時半頃から頭とか痛くて…」「先生から“服薬は1～2時間ずれても大丈夫”って言われたんだけど、昼から用事があって薬飲めなかった」と話しており、服薬時間は守るよう助言している。「あと、この前ナイトケアの時間なのに『担当スタッフ出してほしい』って言ってすみませんでした。担当スタッフと面談した日眠くて、決めたことあまり覚えてなくて…決めたことは電話で聞きました」と話しており、こちらも対応について謝罪している。
＜外来患者様情報＞

・久保　興介様～両親のみ来院。その後の家での様子としては、まだ、親の話を聞こうとしなかったり、特に父に対しては、暴力や罵声を言うようなこともあるようである。また、ラインで「いなくなれ」等のメッセージを書いてくることもあるようである。夜中に車で出て行ったり、家で酒を飲んでいることもあるようである。服薬はしていない可能性も有るらしい。今後、両親としては家見ていくのが限界を感じるため、入院を希望している。明日、本人が通院予定であるので、こちらから進める形で入院を検討していくものとし、明日入院予定としている。
・北村　奈美様～最近の様子としては、通所は月に２回行けるようになっている。自分で考えて出来ることはやっていかないと、という思いになったという。家では、まだ買い物や料理も出来ないことが多いという。ゴミ出しもしていないので、ほとんど母親任せになっている。趣味のことも特にやっているものはないが、母親も７０近くになるので何とか自分でやれるものを見付けなければとは思っている。
・櫻川　貞二様～断酒は継続している、と本人は話している。精神面では多少の気分の波
はあるようだが、大きな変化はなくすごせているようだ。デイケアにも
通所できている。処方継続とする。
・横町　浩様～著変なし。仕事もこなしているとのこと。特に困っていることはないとい
う。処方継続とする。
・小笠原　キワ様～調子はまずまずです、食事や睡眠はとれているとのこと。最近入所し
た人のことについて話している。処方継続とする。
・田名部　一樹様～就労継続支援事業所A型の利用が後日決定する。本人の努力として、
21時に入眠し翌6時に起きるという生活サイクルを続けているという。

精神面では特に症状の再燃なく落ち着いている。処方継続とする。
・寺地　啓喜様～少し風邪気味？でめまいと吐き気があったとのこと。幻聴体験は1日に1
回か2回程度であまり気にならない。処方継続とする。
・曽我　奏庸様～デイケアでの軽度の気分変動や他者への干渉あり介入を要している。

診察時に本人は否定する。家人の話では最近の健忘が目立っているとの
こと。断酒は継続している。処方継続とする。
＜外来の現状についての検討＞

病院方針（院長）と目指すもの

　→外来患者様、家族への治療的な働きかけ

　　利用者の満足度、信頼（地域）

　　経営的にも外来数の充実も

　　新患数の増加・相談受けたら受診につなげていく

現状について

1 新患の待ち時間が長くなっている。

・Drの診察スピードが読めない

・新患の予約の入れ方（受診数の多い日に新患が入っている）

・来院時間の調整の仕方（近くなったら来院時間を確認・調整する人もいれば、忘れている人もいて、対応方法が統一されていない。新患が最後になるという事を調整時に説明しておらず、クレームにつながる事もある）

・1日の新患数の調整（新患数が多いと対応が追い付かない事もある為、ある程度の制限などは設けるべきなのではないか）

・受診相談・インテークのとり方（事前に詳しく情報をとっておけば、当日スムーズにいくのではないか）

・新患が多くてインテークをとる部屋がない為、待っていただいたこともあった
・新患の調整のバランスが悪い

2 情報共有できていない
・外来・センター・医事等情報交換の場がなく、情報共有・把握できていない為、今後情報交換する場を設けていく必要がある。

　　・情報の窓口はそれぞれであっても、その後の診察の流れは一つであるから、今後東A

　　　OMが情報を管理・整理していく。

　　

　本日は、以上の意見がでていた。今後も話し合いの場を設けていく。

また、役割分担などについても今後検討していきます。

　
